ボウルトン=ウォット文書について by 大河内 暁男 et al.
資
料
ボ
ウ
ル
ト
ン
日
ウ
ォ
ッ
ト
文
書
に
つ
い
て
蒸
気
機
関
を
世
に
送
り
出
し
て
産
業
革
命
の
重
要
な
推
進
力
と
な
っ
た
ボ
ウ
ル
ト
ン
リ
ウ
ォ
ッ
ト
商
会
は
、
そ
の
営
業
文
書
類
が
犬
量
に
残
さ
れ
て
い
て
、
現
在
ま
で
保
管
さ
れ
て
い
る
点
で
も
、
経
済
史
家
め
間
に
名
を
知
ら
れ
て
い
る
。
一
八
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
金
属
工
業
の
最
大
の
中
心
地
で
あ
っ
た
バ
1
ミ
ン
ガ
ム
に
お
い
て
、
金
物
製
造
業
で
成
功
し
て
い
た
マ
シ
ュ
ウ
・
ボ
ウ
ル
ト
ン
が
、
一
七
七
0
年
代
に
ス
コ
ア
ト
ラ
ン
ド
の
グ
リ
ノ
?
グ
か
ら
や
っ
て
来
た
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ウ
ォ
ァ
ト
と
、
蒸
気
機
関
製
造
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
(
い
わ
ゆ
る
ボ
ウ
ル
ト
ン
H
ウ
ォ
ッ
ト
商
会
)
を
一
七
七
五
年
に
結
成
し
て
以
後
、
こ
の
企
業
は
、
数
度
の
改
組
を
経
つ
つ
、
約
一
世
紀
存
続
し
た
が
、
こ
の
当
初
か
ら
お
よ
そ
一
九
世
紀
半
ボ
ウ
ル
ト
ン
H
ウ
ォ
ッ
ト
文
書
に
つ
い
て
大
河
暁
内
男
ば
に
至
る
ま
で
、
産
業
革
命
進
行
の
さ
中
の
各
種
営
業
記
録
が
、
散
逸
す
る
こ
と
な
く
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
存
の
文
書
の
う
ち
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
一
半
が
パ
l
ミ
ン
ガ
ム
の
市
民
図
書
館
(
如
氏
2
8
2
ロ
ヴ
ロ
ミ
)
の
郷
土
史
郊
に
、
他
の
一
半
が
同
じ
く
パ
1
ミ
ン
ガ
ム
の
銀
分
析
所
2
2
a
2
9
0
)
図
書
室
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
他
ロ
O
E
c
d弓
宮
山
に
住
む
ウ
オ
ヲ
ト
家
〈
当
主
U
雪
山
品
。
・
4
g
g
に
も
、
ウ
ォ
ッ
ト
関
係
文
書
、
か
一
部
巴
C
5
0
4
三
口
品
目
名
目
g
と
し
て
所
蔵
(
1〉
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
文
書
自
体
は
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
H
ウ
ォ
ッ
ト
商
会
が
有
名
な
る
が
放
に
、
比
較
的
早
く
か
ら
研
究
者
に
知
ら
れ
、
一
部
は
利
用
も
さ
れ
て
き
た
。
試
み
に
こ
の
文
書
を
用
い
た
代
表
的
研
究
を
列
挙
し
て
ハ
2
)
み
る
と
、
次
の
土
う
な
も
の
が
あ
る
。
』
-FOE-
。
品
目
件
巳
出
口
内
目
白
2
5
H
ι
o
君
。
吋
口
8
5
0
0・
凶
由
Nω
・
七
九
ボ
ウ
ル
ト
ン
H
ウ
ォ
ッ
ト
文
書
に
つ
い
て
出
.
4
司
.
U
H
n
E
g
g
h
v
伺
.
』
oロ
r
E
P
T
5
2
d司
副
件
汁
山
口
ι
5
0
ω
g胆
B
開口開門口
0
・
H
U
M
叶・
切
・
河
OHY
〉
ロ
加
担
吋
HM刊肘何回
UOH円B
Oロ
什
山
口
Hロ
仏
ロ
血
守
山
曲
目
。
門
間
伊
ロ
山
由
主
Fcp
H
U
印。・
出・
4
司
-
E
n
w
z
g
p
F
g
g
毛
主
付
・
(UHえ
g
g
g
h
r
関口問
E
g
p
い
F
由
白
山
・
門同
D3
富
民
504司
回
O
E
H
S
F
H由
討
・
」『・肘
.
c
c
-
p
国
，
山
口
凹
ロ
ロ
冊
酔
ロ
血
]
[
ロ
門
同
ロ
出
品
い
円
可
山
口
件
V
O
何日間
yrxupけ
『
F
E
R
-
5
0
百円
5
0同
国
E
P
8
2仏
巧
白
日
2
B
E
E
r
回目申
8
3
1・
〈
OH・
』
ア
Z
0・
回
目
・
〉
・
忌
AFC-
〉
-
開
・
呂
z
g
cロ
hw
戸
河
口
σ山口由
D
F
J
2
0
回
目
守
の
吋
04司
匹
。
同
ω件
。
曲
目
司
04qoH(開口
Cロ
DH
岡山ロ回目血仲
0
3
H州
。
ユ
0
4
F
N口広
ω
o
z
g
J
可
。
戸
凶
ゲ
Z
。・
ωγ
忌日由・
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
す
で
に
数
多
く
の
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
利
用
さ
れ
て
き
た
文
書
は
、
私
の
見
た
限
り
で
は
、
現
在
す
る
文
書
の
う
ち
極
く
限
ら
れ
た
部
分
に
過
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
り
(
つ
ま
り
原
史
科
が
そ
れ
ほ
ど
尾
大
な
の
で
あ
る
)
、
今
後
の
経
済
史
お
よ
び
経
営
史
研
究
に
と
っ
て
、
新
視
角
新
分
析
方
法
に
よ
る
史
料
の
再
利
用
を
含
め
て
、
こ
の
ボ
ウ
ル
ト
ン
H
ウ
ォ
ァ
ト
文
書
の
史
料
的
価
値
は
未
だ
未
だ
尽
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
文
書
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
が
、
何
処
に
、
ど
の
上
う
な
形
で
、
ど
れ
ほ
ど
残
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
実
態
は
、
必
ず
し
も
研
究
者
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
昨
夏
現
物
の
一
端
に
触
れ
た
者
と
し
て
、
知
、
り
得
た
限
り
で
(
と
言
う
の
は
、
人
L
資
i¥. 
0 
凱
円
に
目
を
通
し
た
者
は
い
な
い
の
で
)
そ
の
輪
郭
だ
け
で
も
紹
介
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
(
1
)
以
上
の
ほ
か
の
現
存
資
料
に
つ
い
て
は
E
・
さ
-
O
K
E
g
g
-
v
g
g
君
主
F
H
Y
M
2
を
参
照
。
(
2
)
ボ
ウ
ル
ト
ン
お
よ
び
ウ
ォ
ッ
ト
に
関
す
る
文
献
は
、
書
第
二
版
に
附
き
れ
た
さ
・
国
-
C
F
回目
S
Z
の
解
題
に
、
で
の
主
要
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
』
-
H
b
a
前
掲
一
九
六
四
年
ま
さ
て
、
こ
の
史
料
の
特
徴
は
、
単
に
産
業
革
命
期
め
主
導
的
企
業
の
営
業
文
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
が
、
帳
簿
類
と
書
簡
覚
書
類
を
含
め
て
、
企
業
活
動
の
全
面
に
わ
た
っ
て
極
め
て
網
羅
的
か
つ
継
続
的
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
量
的
規
模
に
お
い
て
正
に
ゑ
大
で
あ
る
こ
と
、
加
え
て
、
市
民
図
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
完
全
に
白
白
に
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
(
銀
分
析
所
図
害
室
に
保
存
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
同
所
所
長
の
許
可
を
得
て
鵡
読
で
き
る
)
O
市
民
図
書
館
所
成
の
文
書
は
、
史
料
本
体
と
も
一
一
一
川
う
べ
き
出
cz-gp
自
己
君
主
付
。
。
口
。
n
H
Z
P
と
、
こ
れ
に
対
し
て
や
や
補
充
的
性
質
の
冨
三
5
2門H
H
J
B誌
の
三
部
分
か
ら
成
っ
て
お
り
、
そ
の
由
来
ば
大
略
次
の
如
く
で
あ
る
o
ま
ず
図
。
Z
H
gロ
ロ
ロ
仏
当
主
刊
の
CH広
三
日
0ロ
に
つ
い
て
。
一
八
四
八
年
に
、
ジ
ェ
イ
ム
、
人
・
ウ
オ
ツ
k
シ
ユ
ニ
ア
(
ジ
ェ
イ
ム
ズ
少
オ
ッ
!
の
ぷ
子
、
マ
γ
コ
ウ
・
ボ
ウ
ル
ト
〆
お
よ
び
父
ウ
ォ
‘
r
の
蒸
気
機
関
製
造
企
業
の
後
継
経
営
者
)
が
死
去
し
た
の
を
機
に
、
そ
れ
ま
で
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ァ
プ
回
口
ロ
ロ
D
P
宅
三
件
同
ロ
且
の
0
・
が
解
散
し
、
ソ
ホ
ウ
製
〈
3
)
造
所
は
操
業
を
中
止
し
て
一
八
五
O
年
に
競
売
に
付
さ
れ
、
や
が
て
、
ゥ
(
4
)
 
オ
ヅ
ト
の
住
居
で
あ
っ
た
出
血
忠
臣
富
山
田
口
口
訟
な
含
め
て
、
当
時
メ
l
ミ
ン
ガ
ム
で
水
庄
ジ
ャ
ッ
キ
、
プ
レ
ス
等
を
製
造
し
て
成
功
を
収
め
て
い
(
5
)
 
た
タ
ン
ギ
兄
弟
商
会
T
B
g
叶
自
唱
。
E
仏
切
H・0
5
0
5
の
手
に
渡
っ
た
。
こ
の
折
、
ソ
ホ
ウ
製
造
所
建
物
内
に
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
と
ウ
ォ
ッ
ト
が
経
営
し
た
諸
商
会
、
す
な
わ
ち
問
。
ロ
ロ
c
ロ
日
ロ
仏
君
主
什
(
ミ
a
l
H
8
0
)
-
H凶G
Z
E。ロ
4『
耐
え
UH
胆ロ品
ωロ
ロ
印
〈
H3A11H∞己
C
Y
切
c
z
=
c
p
ヨ
よ
け
品
い
但
ロ
a
c
c
-
(-∞口
Q
i
H
g
e等
の
営
業
文
書
類
が
残
さ
れ
て
い
た
が
、
「
こ
の
相
続
物
の
価
(
6
)
 
偵
を
正
し
く
見
抜
い
た
」
(
ロ
1
ド
〉
リ
チ
ャ
i
ド
タ
ン
ギ
の
手
で
保
管
(
7
)
 
さ
れ
、
リ
チ
ャ
l
ド
の
没
後
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
タ
ン
ギ
に
よ
っ
て
一
九
一
一
年
に
バ
i
ミ
ン
ガ
ム
市
に
寄
贈
さ
れ
、
こ
れ
が
一
九
一
五
年
に
切
D
Z
H
Sロ
出口
ι
毛
主
け
の
CH広
三
日
Cロ
と
し
て
市
民
凶
書
館
で
公
開
さ
れ
る
に
至
っ
た
ハ
8
〉
も
の
で
あ
る
。
(
3
)
巧
・
関
・
〈
・
の
巳
P
回。
C
H
Z
P
垣内正
ωロハ凶
HF。
印
。
E
C
ロ円四時
S
宵
l
宙
開
♂
唱
喧
・
8
・
法
-
こ
の
工
場
建
物
は
一
八
六
一
二
年
に
取
り
壊
さ
れ
、
現
在
は
司
自
ぎ
弓
問
。
立
と
い
う
街
路
名
が
残
る
の
み
で
あ
る
。
一
七
九
五
年
以
来
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
H
ウ
ォ
ッ
ト
商
会
は
、
ツ
ホ
ウ
製
造
所
と
ソ
ホ
ウ
鋳
造
所
の
二
工
場
を
持
っ
て
い
た
。
ソ
ホ
ウ
鋳
造
所
だ
け
は
、
一
八
四
八
年
以
後
も
、
グ
エ
イ
ム
ズ
・
ウ
ォ
ッ
ト
時
間
会
の
名
称
の
も
と
に
、
引
続
き
操
業
し
た
が
二
八
九
五
年
に
パ
l
ミ
ン
ガ
ム
の
計
量
器
製
造
会
社
〉
za(巧
除
吋
γ
「
a・
に
売
却
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
(
〉
・
回
。
司
m
E
持
切
・
zo司
l
ボ
ウ
ル
ト
ン
リ
ウ
ォ
ッ
ト
文
書
に
つ
い
て
自
B
・ロユ昨日
ω『回出口芯吋百円一
ω0・百
-
g
h
d弓・市内・ぐ・。州
WHO-mo何回。旬。ロロ品
1
3
7
1
1
ω
。
目
。
司
仰
の
仲
ω
里
丘
町
と
E
O目
。
♂
寸
】
函
ロ
E
o
t。ロ
ω
。同
5
0
Z
O唱
1
0。ロ
JHOロ
moo向。
3
J
〈
o
Y
M
H岡山〈・)
(
4
)
一
七
九
O
年
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ウ
ォ
ッ
ト
が
建
て
、
一
八
一
九
年
死
去
の
時
ま
で
使
用
し
た
o
有
名
な
ウ
オ
ヅ
上
の
屋
根
裏
仕
事
場
は
こ
の
家
に
あ
っ
た
が
取
壊
さ
れ
、
こ
こ
に
残
さ
れ
て
い
た
約
六
千
点
に
の
ぼ
る
す
オ
ッ
ト
の
遺
品
!
i様
々
の
工
作
機
械
や
道
具
類
を
含
む
ー
ー
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
科
学
博
物
館
に
移
さ
れ
た
。
国
・
者
・
同
記
長
E
S
P・
ロ
z
p号
。
件
当
。
H
E
F
O唱
え
い
F
S
2
4司
旦
仲
を
参
照
。
(5)
戸
別
・
4司呉
OHFOEO-
〉
出
5
骨
E
Jヘ2
2
。
同
出
ロ
$
5
0
5開
円U
Z
P
ω
B
m
g
m
E目y
吋
自
聞
な
ω
ピ
百
円
件
。
ι
L∞
日
吋
同
明
日
立
仏
参
照
。
(
6
)
印
可
岡
山
口
吋
冨
片
品
寸
創
出
回
吋
10
タ
ン
ギ
兄
弟
の
う
ち
三
男
。
一
八
一
一
一
一
一
l
l
一
九
O
六
。
寸
宮
岡
山
富
え
MW
の
2
丘
H
E
C白
け
叶
日
刊
の
著
者
。
(
7
)
タ
ン
ギ
兄
弟
の
末
弟
。
一
八
一
二
五
一
九
二
O
。
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ウ
ォ
ッ
ト
の
旧
居
ヒ
l
ス
フ
ィ
ル
ド
・
ハ
ウ
ス
の
保
著
者
(
8
)
〉
・
切
民
間
四
♂
出
向
ω件。ミー
0同
回
目
E
E悶
Fmwg・
?
円
以
-
Z
Nを
も
参
照
。
グ
ョ
y
・ロ
1
ド
は
本
史
料
を
叶
ω認
可
。
ζ
m
m
-
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
な
お
、
ロ
l
ド
お
よ
び
ロ
ウ
ル
が
、
本
史
料
の
由
来
を
、
一
九
一
一
一
一
年
リ
千
ヤ
ー
ド
・
F
ン
ギ
に
よ
り
寄
贈
と
L
て
い
る
の
は
誤
ま
り
。
宮
丘
町
宮
旦
3
3
3
は
円
、
.
国
・
。
-
H
E
Z三
円
F
B
ι
が
一
九
二
一
年
に
市
民
図
書
館
に
寄
贈
し
た
も
の
で
、
同
・
司
・
忍
巳
5
2
ι
が
、
そ
の
著
書
。
江
区
5
2
ι
p
o四円。
g
c同
室
。
n
F恒
三
口
白
山
E
2
5
H
C
S
C
H
』
即
日
2
4司
m
H
H
H
2
5
6
な
ら
び
に
ピ
な
え
同
静
岡
H
M
8
4司
主
け
(
H
g
s
執
筆
に
あ
八
ボ
ウ
ル
ト
ン
リ
ウ
ォ
ッ
ト
ム
文
章
百
に
つ
い
て
た
っ
て
、
U
0
5
0
d
q
-
a
の
ウ
ォ
ッ
ト
家
に
あ
っ
た
文
書
類
の
中
か
ら
持
ち
出
し
た
ま
ま
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ウ
ォ
ッ
ト
ー
不
に
残
さ
れ
て
い
た
残
余
の
文
書
が
現
在
も
向
家
に
保
存
さ
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
O
C
E
C当日
C
品
吋
mwHumg
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
銀
分
析
所
保
蔵
の
文
書
は
通
称
出
。
ロ
ロ
g
句
者
O
B
と
称
ば
れ
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
家
(
斗
o
d
q
E
H
F
O
H
O口
)
が
、
マ
シ
ュ
ウ
・
ボ
ウ
ル
ト
ン
父
子
に
関
す
る
所
蔵
書
簡
類
を
、
一
九
二
六
年
、
マ
シ
ユ
ウ
ボ
ウ
ル
ト
ン
所
縁
(
日
)
の
事
業
と
し
て
継
続
さ
れ
て
い
た
銀
分
析
所
に
寄
託
し
た
も
の
で
あ
る
。
(
9
)
パ
1
ミ
ン
ガ
ム
の
銀
分
析
所
は
、
一
八
世
紀
当
時
令
属
装
身
具
装
飾
品
の
生
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
た
此
の
地
の
製
造
業
者
の
強
い
要
望
を
背
景
に
、
マ
γ
ュ
ウ
・
ボ
ウ
ル
ト
ン
が
先
頭
に
立
っ
て
設
立
運
動
を
行
な
い
、
一
七
七
三
年
に
認
可
(
ジ
ョ
ー
ジ
士
一
世
第
十
三
年
条
令
五
二
号
)
さ
れ
た
。
こ
こ
で
行
な
わ
れ
た
分
析
第
一
号
は
ボ
ウ
ル
ト
ン
H
パ
フ
ォ
ト
ギ
ル
商
会
製
の
銀
器
で
あ
っ
た
。
分
析
所
は
現
在
ま
で
継
続
し
て
お
り
、
当
時
の
建
物
も
現
存
す
る
。
出
・
4
『
・
盟
岳
山
口
g
p
玄
三
与
の
司
目
。
巳
Z
P
3・
2
l弓
を
参
照
。
な
お
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
家
は
寄
託
文
書
の
返
却
を
要
請
し
て
お
り
、
銀
分
析
所
で
は
目
下
全
史
料
を
マ
イ
ク
ロ
・
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
る
作
業
を
進
め
て
い
る
。
ロ
ー
ド
は
こ
の
史
料
を
斗
め
唱
宮
∞
∞
・
と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
‘
市
民
図
書
館
所
蔵
の
ボ
ウ
ル
ト
ン
U
ウ
ォ
ッ
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
史
料
総
点
数
不
明
(
一
九
六
七
年
七
月
現
在
)
と
言
わ
れ
る
回
路
大
な
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
大
別
す
る
と
次
の
四
群
に
な
る
。
八
ω
蒸
気
機
関
お
び
よ
各
種
附
属
品
そ
の
他
機
械
類
に
つ
い
て
の
図
面
。
約
三
六
、
0
0
0葉
現
な
し
、
機
械
や
部
品
の
種
類
、
発
注
者
名
、
製
作
者
名
、
据
付
地
名
等
か
ら
原
凶
を
検
索
で
き
る
よ
う
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
発
信
文
0
2
2
8
と
吋
E
Eミ
の
二
群
に
分
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
用
地
犬
な
H
Z
Z吋
ぎ
o
E
に
佐
代
順
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
。
民
T
S
の
部
は
一
七
七
三
年
か
ら
一
八
一
五
年
ま
で
の
発
信
文
、
(
鋳
造
所
関
係
を
除
く
)
、
H
4
0
ロ
ロ
骨
可
の
部
は
一
七
九
四
年
か
ら
一
八
七
五
年
ま
で
の
ソ
ホ
ウ
鋳
造
所
関
係
発
信
文
が
そ
の
内
界
を
な
す
。
両
者
と
も
年
代
順
お
よ
び
人
名
別
の
簡
単
な
索
引
が
各
巻
に
付
げ
ら
れ
て
お
り
、
宮
町
山
口
φ
国
D
C
W
に
つ
い
て
は
一
八
O
O年
以
前
の
部
分
の
み
詳
細
な
人
名
索
引
が
別
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
一
七
七
九
年
ま
で
の
発
信
文
は
書
記
等
が
筆
写
し
た
も
の
か
、
そ
の
契
約
が
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
一
七
七
九
年
以
後
は
、
ゥ
(
叩
)
オ
ヅ
ト
と
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
キ
ア
の
発
明
に
よ
る
転
写
器
を
用
い
て
、
発
信
文
は
す
べ
て
転
写
さ
れ
、
コ
ピ
イ
が
残
さ
れ
て
い
る
。
(3) 
(
日
〕
転
写
器
は
一
七
八
O
年
二
月
に
ジ
ェ
イ
ム
ズ
ウ
ォ
ッ
ト
の
各
で
特
許
を
得
た
が
(
第
一
二
四
四
号
)
、
実
際
は
ボ
ウ
ル
ト
ン
の
友
人
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
キ
ア
と
ウ
ォ
ッ
ト
の
共
同
発
明
で
、
元
来
ボ
ウ
ル
ト
ン
日
ウ
ォ
ッ
ト
商
会
の
事
務
用
に
工
夫
さ
れ
た
。
し
か
し
特
許
獲
得
の
後
は
市
販
が
試
み
ら
れ
、
こ
の
製
造
販
売
の
た
め
に
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
、
ゥ
ォ
ッ
ト
、
キ
ア
の
三
人
で
パ
ー
ト
ナ
ー
Y
ヅ
プ
が
結
成
さ
れ
た
。
な
お
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
リ
ウ
オ
ァ
ト
荷
会
で
用
い
ら
れ
た
転
写
詳
の
一
台
は
銀
分
析
所
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
な
お
使
用
可
能
で
あ
る
。
営
業
記
録
、
帳
簿
類
。
最
も
早
期
の
も
の
は
ソ
ホ
ウ
製
造
所
の
開
口
l
岡山
g
v
a問。同〈
H
3寸
)
か
ら
始
ま
り
、
最
後
は
一
八
九
四
年
の
〉
2
0
ロ
什
ま
で
あ
る
が
、
同
一
帳
簿
が
必
ず
し
も
一
貫
し
て
残
っ
て
は
い
な
い
。
各
種
帳
簿
類
が
最
も
豊
寓
に
残
っ
て
い
る
の
は
一
八
世
紀
末
か
ら
一
八
目
。
年
代
ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
ゆ
受
信
文
、
契
約
書
、
覚
書
、
そ
の
他
家
族
内
の
書
簡
類
等
。
ボ
ウ
ル
ト
ン
と
ウ
ォ
ッ
ト
の
往
復
書
簡
も
か
な
り
の
数
が
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
。
総
点
数
は
不
明
で
あ
る
。
以
上
の
う
ち
ゅ
と
凶
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
が
作
成
し
た
総
索
引
が
あ
り
、
受
信
書
簡
に
つ
い
て
は
差
出
人
、
受
取
人
、
も
し
く
は
手
紙
の
主
内
容
か
ら
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
不
完
全
な
が
ら
年
代
順
索
引
も
準
備
さ
れ
て
い
て
.
原
史
料
へ
の
接
近
を
容
易
に
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
同
営
業
記
録
、
帳
簿
類
は
、
そ
の
内
容
が
多
種
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
主
要
な
も
の
と
残
存
期
間
を
列
記
し
て
み
る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
O
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ボ
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田
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V
O
Hけ
H
R
Z
H白
N
品
ー
ミ
-
g
g
a
以
上
の
ほ
か
、
断
片
的
な
帳
簿
類
は
極
め
て
多
数
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
右
に
掲
げ
た
帳
簿
類
に
し
℃
も
、
例
え
ば
、
財
産
目
録
が
一
八
O
一
二
年
か
ら
四
O
年
ま
で
が
一
貫
し
た
記
載
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
間
の
根
簿
は
、
一
八
O
一
i
l
六
、
一
八
O
問
、
一
八
O
五
l
一
一
一
一
、
一
八
O
七
、
一
八
O
七
l
一
一
一
一
、
一
八
一
一
l
一
六
、
一
八
二
一
、
一
八
一
四
|
二
て
一
八
一
六
、
一
八
二
二
l
コ
二
、
一
八
三
一
一
回
O
、
一
八
三
五
と
、
年
代
的
に
章
一
複
の
著
し
い
一
二
種
類
の
ば
ら
ば
ら
の
も
の
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
元
帳
そ
の
他
の
帳
簿
類
い
ず
れ
も
同
様
の
状
況
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
い
ず
れ
の
帳
簿
に
し
て
も
、
そ
の
取
扱
い
は
、
年
代
的
重
複
部
分
お
よ
び
一
帳
簿
か
ら
他
の
帳
簿
に
移
行
す
る
過
程
に
つ
い
て
、
十
分
細
心
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
同
じ
く
市
民
図
書
館
所
蔵
の
ミ
ュ
I
ア
ヘ
γ
ド
文
書
は
、
そ
の
由
来
か
ら
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
リ
ウ
オ
?
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
独
立
の
史
料
群
に
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
自
体
か
ら
み
れ
ば
両
者
合
体
と
L
て
も
一
八
三
ボ
ウ
ル
ト
ン
H
ウ
オ
?
ト
文
書
に
つ
い
て
差
支
え
な
い
も
の
で
、
内
容
別
、
年
代
別
に
、
後
者
と
共
通
の
索
引
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
群
に
は
、
マ
ツ
ユ
ウ
・
ボ
ウ
ル
ト
ン
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
?
プ
を
結
成
す
る
以
前
、
グ
リ
ノ
ッ
ク
時
代
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ウ
ォ
ッ
ト
を
中
心
に
、
父
ト
マ
ス
を
含
め
た
ウ
ォ
ッ
ト
家
の
書
簡
類
(
一
六
九
四
年
か
ら
飴
ま
る
)
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
が
バ
I
ミ
ン
ガ
ム
に
移
柱
し
て
後
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
お
よ
び
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ジ
ュ
ニ
ア
父
子
の
往
復
書
簡
類
、
そ
の
他
覚
書
や
遺
言
書
な
ど
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ウ
ォ
ッ
ト
の
身
辺
に
関
す
る
記
録
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
ハ
J
-
p
-
ミ
ュ
ア
ヘ
ッ
ド
が
こ
の
文
書
群
を
ウ
才
ツ
ト
家
か
ら
持
出
し
た
理
由
も
こ
こ
肥
あ
る
て
さ
ら
に
、
グ
リ
ノ
ヅ
ク
時
代
の
ウ
ォ
ッ
ト
の
営
業
文
書
も
若
干
こ
こ
に
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
と
並
ん
で
、
ゥ
ォ
ッ
ト
と
ボ
ウ
ル
ト
γ
と
の
共
同
企
業
の
う
ち
、
特
に
ソ
ホ
ウ
鋳
造
所
に
関
す
る
営
業
文
書
の
一
群
が
、
ミ
ユ
ア
ヘ
ッ
ド
文
書
の
一
半
を
成
し
て
お
り
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
日
ウ
ォ
ッ
ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
第
三
群
を
補
っ
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
挙
げ
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
o
krROロ
E
口
出
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g
H
∞
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k
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n
o
z
E
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HCム
∞
5
銀
分
析
所
に
保
管
さ
れ
℃
い
る
ボ
ウ
ル
ト
ン
文
書
は
、
以
上
の
市
民
図
書
館
所
蔵
史
料
群
と
は
若
干
趣
を
異
に
し
て
い
る
。
ま
ず
、
此
の
ボ
ウ
ル
ト
ン
文
書
は
、
そ
の
大
部
分
が
書
簡
と
覚
書
類
で
上
口
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
内
容
か
ら
見
て
、
蒸
気
機
関
製
造
を
主
た
る
業
務
と
す
る
ボ
ウ
ル
ト
ン
日
ウ
ォ
ァ
ト
商
会
以
外
の
、
多
方
面
に
わ
た
る
マ
シ
ユ
ウ
・
ボ
ウ
ル
ト
ン
の
企
業
活
動
に
関
す
る
も
の
が
極
め
て
多
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
マ
シ
ユ
ウ
・
ボ
ウ
ル
ト
ン
は
、
人
の
知
る
よ
う
に
、
バ
1
ミ
ン
ガ
ム
で
装
身
具
等
小
金
物
類
(
S
5
の
製
造
業
者
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
事
業
を
、
一
七
五
九
年
に
父
マ
シ
ユ
ウ
か
ら
受
け
継
い
で
実
業
界
に
出
た
が
、
事
業
拡
張
の
た
め
に
、
一
七
六
二
年
に
、
外
国
市
場
の
事
情
に
明
る
い
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ト
ギ
ル
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
?
プ
を
結
成
し
た
。
こ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
?
プ
は
一
七
八
一
年
ま
で
続
い
た
が
、
こ
の
間
一
七
七
五
年
に
ウ
ォ
ッ
ト
と
蒸
気
機
関
製
造
の
た
め
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
び
(
一
八
O
O年
解
散
)
、
一
七
七
八
年
に
エ
ジ
ン
ト
ン
困
の
製
造
を
目
的
と
し
た
ボ
ウ
ル
ト
ン
H
エ
ジ
ン
ト
ン
商
会
、
一
七
八
O
年
に
は
転
写
器
製
造
を
目
的
に
ボ
ウ
ル
ト
ン
H
ウ
ォ
γ
ト
日
キ
ア
商
会
、
一
七
八
二
年
に
は
ボ
タ
ン
や
バ
ッ
ク
ル
製
造
目
的
で
ボ
ウ
ル
ト
ン
日
ス
ケ
ー
ル
商
会
、
一
七
九
四
年
に
ソ
ホ
ウ
鋳
造
所
経
営
を
目
的
に
ボ
ウ
ル
ト
ン
H
ウ
オ
γ
ト
父
子
商
会
'
一
七
九
五
年
に
造
幣
所
経
営
の
た
め
ボ
ウ
ル
ト
ン
商
会
を
設
立
す
る
、
と
い
う
工
合
に
、
多
数
の
企
業
を
併
営
し
て
い
た
。
企
業
者
ボ
ウ
ル
ト
γ
の
こ
の
よ
う
な
多
商
的
活
動
と
そ
の
背
後
に
あ
る
個
人
的
交
遊
に
つ
い
て
の
書
筒
類
が
、
銀
分
析
一
例
保
蔵
ボ
ル
ウ
ト
ン
文
書
の
主
内
容
を
成
し
、
蒸
気
機
関
製
造
以
外
の
ボ
ウ
ル
ト
ン
の
活
動
分
野
の
研
究
に
不
可
欠
の
史
料
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
と
ウ
オ
ヅ
ト
の
注
復
書
簡
も
多
数
こ
ζ
に
含
ま
れ
て
い
る
。
主
百
符
ぽ
受
信
と
発
信
に
分
け
ら
れ
、
受
信
に
つ
い
て
は
、
発
信
人
、
発
信
に
つ
い
て
は
宛
先
人
別
に
、
計
十
四
塗
か
ら
な
る
大
索
引
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
受
信
に
つ
い
て
は
、
人
名
索
引
と
並
ん
で
、
簡
単
な
内
容
要
約
が
部
分
的
に
作
ら
れ
て
い
て
、
検
索
を
助
け
て
い
る
。
受
信
ぞ
覚
書
類
は
、
大
部
分
が
発
信
人
の
名
前
で
A
B
C
順
に
整
理
さ
れ
て
お
り
、
一
部
分
は
内
容
に
よ
っ
て
(
例
え
ば
造
幣
所
闘
係
の
如
〈
)
整
理
さ
れ
て
い
る
o
ま
た
、
書
簡
覚
書
の
頒
に
は
、
一
枚
一
枚
か
な
り
詳
し
く
要
約
が
(
日
)
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
約
一
八
O
函
の
大
ボ
I
ル
箱
に
収
容
さ
れ
て
い
る
。
発
信
に
つ
い
て
は
、
市
民
図
書
館
所
蔵
の
文
書
と
同
じ
く
、
一
七
七
九
年
ま
で
の
も
の
は
書
記
に
よ
る
複
写
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
は
転
写
器
を
用
い
た
コ
ピ
イ
で
保
存
さ
れ
、
年
代
願
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
ま
た
史
料
総
点
数
は
数
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
九
六
七
年
七
月
現
在
)
。
以
上
の
他
、
未
整
理
で
目
録
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
家
、
農
場
、
運
河
、
コ
ー
ン
ウ
オ
ル
鉱
山
等
の
一
五
帳
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
H
フ
ォ
ト
ギ
ル
商
会
の
現
金
出
納
帳
、
元
帳
、
収
支
計
算
帳
な
ど
が
あ
る
。ハ
U
〉
参
考
ま
で
に
、
こ
の
函
は
四
五
×
一
一
一
五
×
二
0
セ
ン
チ
ほ
ど
の
も
の
で
、
私
が
晴
読
し
た
函
の
一
つ
キ
ア
函
に
は
、
約
二
百
通
の
書
簡
と
覚
書
類
が
収
め
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
銀
分
析
所
で
は
史
料
保
存
に
並
々
な
ら
ぬ
気
ボ
ウ
ル
ト
ン
H
ウ
ォ
ッ
ト
文
書
に
つ
い
て
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
と
れ
は
同
所
所
長
ウ
エ
ス
ト
ワ
ッ
ド
氏
の
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
多
大
で
あ
る
。
四
以
上
が
ボ
ウ
ル
ト
ン
H
ウ
オ
ヅ
ト
商
会
を
中
心
と
す
る
史
料
群
の
大
略
で
あ
る
。
こ
の
鷹
犬
な
史
料
は
、
ボ
ウ
ル
ト
ソ
お
よ
び
ウ
ォ
ッ
ト
父
子
二
代
の
企
業
者
が
、
産
業
竿
命
の
さ
中
に
、
イ
ギ
リ
ス
随
一
の
機
械
工
場
を
作
り
あ
げ
て
ゆ
く
過
程
を
、
多
角
的
に
伝
え
て
お
り
、
殊
に
一
八
世
紀
末
か
ら
一
八
四
0
年
代
に
至
る
期
間
は
、
帳
簿
類
が
大
量
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
史
料
的
に
極
め
て
豊
か
で
あ
る
。
経
済
史
、
経
営
史
、
会
計
史
等
、
様
々
の
局
面
か
ら
の
分
析
研
究
が
可
能
で
あ
る
。
取
り
分
け
経
営
史
研
究
に
と
っ
て
、
こ
の
史
料
群
は
有
益
で
あ
る
。
と
一
言
う
の
は
、
企
業
内
外
の
客
説
的
諸
条
件
を
企
業
者
ボ
ウ
ル
ト
ン
が
一
身
に
結
合
し
て
、
彼
の
思
考
、
判
断
、
将
来
の
企
業
活
動
の
構
想
、
意
志
決
定
、
企
業
の
指
揮
と
い
う
様
々
の
能
力
|
|
ボ
ウ
ル
ト
ン
独
自
の
才
能
や
人
格
個
性
が
こ
の
点
で
大
き
な
要
因
と
な
る
こ
k
q
r一
口
う
き
で
も
な
い
が
、
よ
り
広
く
は
、
そ
う
し
た
能
力
人
格
個
性
が
形
成
さ
れ
規
制
さ
れ
、
ま
た
、
そ
の
逼
動
が
可
能
と
な
る
環
境
の
精
神
状
況
、
と
く
に
ル
ナ
1
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
を
通
し
て
受
け
た
様
々
の
影
響
と
、
同
時
に
逆
に
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
が
と
の
環
境
に
与
え
た
影
響
も
、
こ
ミ
に
深
い
関
わ
り
が
あ
る
ー
ー
を
媒
介
に
、
企
業
活
動
を
展
開
し
た
軌
跡
を
た
ど
り
(
蒸
気
機
関
製
造
は
彼
の
企
業
構
想
の
一
角
に
過
ぎ
な
か
っ
た
)
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
営
業
成
績
を
客
観
的
尺
度
と
し
て
判
定
し
う
る
わ
け
で
、
ふ
丸
薬
者
活
動
の
全
過
程
一
八
五
ボ
ウ
ル
ト
ン
H
ウ
ォ
ッ
ト
文
書
に
つ
い
て
八
六
を
追
跡
鮮
明
で
き
る
可
能
性
を
与
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
バ
I
ミ
ン
ガ
ム
市
民
図
書
館
お
よ
び
パ
l
ミ
ン
ガ
ム
銀
分
析
所
の
所
在
地
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
児
色
。
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